
 

 

 

 

 今年もありがとうございました   
 

１２月１日に自由参観日を行いました。 

タイミングが悪く、前の晩から低気圧の影響で大

雪となり、今シーズン初めて除雪車が出動する状況

でした。 

朝になっても雪は降り続き、歩いて学校に来た子

供たちはフードや肩、ランドセルの上に雪を乗せて

いました。玄関に入る前に友達同士で雪をはらって

いる姿も見られ、学校に雪をなるべく入れないよう

にする気の使い方に心温まる思いがしました。 

前日までのプラス気温が嘘のように、最高気温がマイナス４度となり、真冬の到来を肌で

感じています。さすがに半袖で登校してくる子は皆無となり、コートを着てブーツを履いた

子が増えました。さながら冬着のコレクションです。 

午前中もずっと降っていましたので、参観日にいらして駐車場に止めてある車にも、どん

どん雪が降り積もり、帰りは大変だったことと思います。そのような中でも、たくさんの皆

さんにお越しいただき、授業をご覧いただけたことは、とてもうれしく思います。 

各教室に入って写真を撮っていると、スマホに向

けてピースをしてくるお母さん方がいて、いつもと

違ったほのぼの写真が撮れました。写真は、問題を解

いている子供たちの後ろで見つからないようにポー

ズを決めるお母さん方です。雨竜小学校のアットホ

ームな雰囲気が伝わると幸いです。 

年の瀬を迎えておりますが、ＰＴＡ役員会が書面

会議となり、今年はもう対面でお礼を述べる機会が

なくなりました。書面ではありますが、今年も保護者

の皆様には、子供たちの教育活動の一翼を担ってい

ただき本当にありがとうございました。今後もご協力をお願いいたします。 

最後になりますが、年明けまであと８日になり、各ご家庭では忙しい毎日をお過ごしのこ

とと思います。明日から子供たちが待ちに待った楽しい冬休みが始まります。冬休みを充実

したものとしていく上でも、規則正しい生活や体調管理、さらには冬型の事故防止等につい

て、ご家庭からの声かけをお願い致します。１月１３日（金）には、子ども達全員が元気に

登校することを楽しみにしています。それでは、良いお年をお迎え下さい。 
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先月実施した保護者アンケート・児童アンケートについて集計をいたしました。特に保

護者アンケートにつきましては、ご多忙の中多くの設問に回答いただいたこと、また、学

校の取組に深いご理解をいただいておりますことに改めて感謝申し上げます。 

 アンケート結果の全体は、学校運営評議会で報告し、改善につなげていきます。  

 

（１）４つのしっかり『あっ!そうか!!』について（保護者・児童両アンケートより） 

  雨竜小学校の目指す子どもの姿『あっ !そうか !!』
の取組状況について、保護者・児童の回答結果は右

に掲載したグラフの通りとなります。両者の比較を

すると、保護者・児童で各々の認識に差があることが

分かります。特に「掃除」「家庭学習」において、児

童は自らの取組に対し「十分・概ね十分」と評価して

いるのに対して、保護者の皆様からは、「挨拶」「掃除」

「家庭学習」ではやや厳しい評価をいただいておりま

す。 

また、教職員でもアンケートを行い、家庭学習につ

いては、全ての学年が目標時間を上回り、内容の充実

ついて課題を見いだしているため、昨年よりもやや

低い結果となりました。 

今後もアンケート結果をもとに改善すべき方策を

学校の方で検討していきながら、『あっ !そうか !!』に自

発的に取り組むことのできる子どもの育成を目指し

ていきたいと思います。 
 
（２）児童アンケートにおける，上記項目以外の状況 

 全ての項目で「Ａ :よくできた」「Ｂ :だいたいできた」との回答

が多く、学校生活に概ね満足している児童が多くな

っています。この中で、比較的「Ｃ :あまりできていない」「Ｄ：

ぜんぜんできていない」の回答割合が多かった項目が、右グ

ラフで示した３点になります。 

ただ、『学校のことを家で話す』割合は昨年よりも

かなり改善が見られ、平均は４（できる）に達しま

した。逆に『家で本を読む』でＡと回答した割合は

１０パーセントほど下がっています。今後も保護者

と連携して取り組んでいきたいと考えております。 
 

 

 

 今年度も多くの町外の先生方にお集まりいただき、『雨竜小学

校・中学校合同公開授業研究会』を開催しました。新型コロナ

ウイルスによる学校閉鎖の影響を心配しましたが、公開学級の

子供たちは全員揃い、素晴らしい授業を提供できました。 

 今年度は小２算数、中１体育、中３特別支援の３本の授業を

公開しています。どの授業も子供たちの主体性を伸ばすため、

課題に向かって自分たちで解決していく過程が取り入れられていました。 

また、研究協議では本校の授業づくりや小中一貫教育について話し合いました。授業も研

究協議も、参加者の皆さんから高い評価をいただきました。 
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１２月１日（木）は、自由参観日でした。午前中に全学年４時間公開を行い、教科や道

徳、総合学習など、様々な授業をご覧いただけたことと思います。悪天候の中、たくさん

の保護者の皆様に参観して頂き、改めて地域の教育への関心の高さを実感しました。  

また、５年生が「雨小タイム」の中で取り組んできたお米の学習の集大成の場として、

学校田でとれたお米販売も行われました。用意した１２０㎏の「中々雨米」は給食前に完

売し、子ども達もとても喜んでいました。  

 

 

 

 

  
 
 
１２月９日（金）の５校時、中学校生徒会・小学校児童会の合同企画「ふ

れあい集会」を行いました。このふれあい集会は、小中の児童・生徒の交流

を深め、いじめのない仲のよい学校にしていくために企画されたものです。

最初に中学校生徒会からいじめを防止する報告がありました。いじめの事例

をクイズ形式で話し合ったり、ＳＮＳの使

い方を学んだりと、随所に工夫が見られま

した。次に小学校児童会からこれまでの活

動が発表されました。活動写真を中心としたプレゼン形式で、とてもわ

かりやすい内容となっていました。 

その後は、小中合同レク「ジェスチャー大会」を行いました。今回は、

グループ毎にジェスチャーを行い、正解した数を競いました。グループ

の小中学生が力を合わせ、仲良くなったと実感できる内容でした。 
 

 

① 雨竜キッズエンジョイ体力アップ教室  

 コロナ禍で中止されていた『日ハムコラボ』企画が、３年ぶりに行

われました。１１月２９日には、村田和哉さん、立石尚之さんが見え

られ、１，２年生に体力アップの授業を行って下さいました。１２月

９日には、立石さん、市川卓さんが来校し、リアル野球盤でゲームを

行いました。どちらも、とても楽しい授業となりました。 

 

② 保体委員会合同レク 

コロナ禍で延期されていた、小中保体委員会の合同レクが、２日に 

わたって行われました。１１月３０日は高学年と中学生、１２月２１ 

日は低学年と中学生が、一緒にゲームをしました。 

当日は縦割りで小グループを作り、各グループで競う形で楽しみま 

した。小中学生が仲良くなれる企画の１つです。 

 

③ ＰＴＡ教育講演会 

ＰＴＡ教育講演会が、１２月７日に公民館で行われました。講師に

深川在住の助産婦 佐藤亜也子さんを迎え、『“あなたが大切”を伝

えたい～命の授業より見えたもの～』の演題で１時間半にわたりお

話しいただきました。町民の皆さんに多数お集まりいただき、心温

まるお話を伺うことができました。 



【12 月 2４日～1 月 1２日：冬休み期間】 

１日（日） 元日 学校閉庁日 

２日（月） 年始休業 学校閉庁日 

３日（火） 年始休業 学校閉庁日 

４日（水） 学校閉庁日 諸費引去日 

９日（月） 成人の日 学校閉庁日 

１３日（金） 全校集会 外国語活動 

１６日（月） 冬休み作品展(～３０日) 

     外国語活動 

   １８日（水） 中学年スキー 

 

 

    

 

 

 

 

 

１９日（木） 委員会④ 

２０日（金） 高学年スキー 外国語活動 

２３日（月） 外国語活動  

家庭学習強調週間(～２９日) 

２４日（火） 中学年スキー授業 

２６日（木） 低学年スキー授業 

２７日（金） 高学年スキー授業 

外国語活動 

３０日（月） 午前授業 外国語活動 

３１日（火） 午前授業 一日入学 

諸費引去日 

 

 

 

 

年度初めに、小６、中３で全

国一斉に行われている「全国学

力学習状況調査」が、今年も４

月１９日に行われました。今年

は国語と算数に、理科を加えた

３教科の調査となりました。詳

細については先日ご家庭に配

布していますので、グラフと全

道・全国平均点を抜粋してご紹

介いたします。 

ご覧いただくと分かる通り、

今年度の６年生も、全道平均・

全国平均を大きく上回る結果

となりました。特に『国語～我が国の言語文化に関

する事項』、『理科～粒子を柱とする領域』で全国平

均より約３０ポイント差となる高い結果が得られま

した。１１月２日の北海道新聞には、空知管内の町

村で、全教科で全国平均を上回ったのは雨竜町と妹

背牛町のみである記事が紹介されました。今年の６年生（と中学３年生）も、学習

に粘り強く取り組み、確実に身についた学力が結果として表れたものと思います。

ここ数年はコンスタントに全国平均を上回っており、先輩の作った良い伝統を１

年ずつ更新していく子供たちの努力に敬意を払いたいと思います。 

家庭学習での学力の定着も重要となります。雨竜小中学校での家庭学習の実施率

は大変高く、ご協力いただいた保護者の皆様に改めて感謝申し上げます。 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


